
 

 

  

長野県発達障がい者支援対策協議会会長 

Ｄｒ．本田にインタビュー 

信州大学医学部 

子どものこころの発達医学教室教授 

附属病院子どものこころ診療部部長 

NHK「プロフェッショナル仕事の流儀」出演 

私が答えます。 

本田 秀夫 氏  

ーどのような経緯でこの「支援の例」を作成することに

なったのですか？ 

Dr.本田 

LD のあるお子さんの中には、周囲に理解されにくく、

適切な支援を受けられないまま月日を過ごしてしまう

方がいます。そのような子どもがいない長野県にする

ためどうするか協議会で検討し、「支援の例」を作成す

ることにしました。この「支援の例」は理想ですが、理想

で終わらせるのではなく、当たり前の長野県にしてい

くための「目指す姿」と考えています。 

 

ーどのような方に参考にしていただきたいですか？ 

Dr.本田 

LDと診断されているお子さんや親御様だけでなく、周

囲の子どもの姿に「おや？」と思った方に参考にしてい

ただきたいです。 

 

ーご家族、学校の先生、支援者の皆様に一言 

Dr.本田 

私が眼鏡を使ってぼやけている文字や姿をはっきり見

えるようにするのと同様、LDのある子どもに必要があ

れば、タブレット端末の使用や課題量の調整等が当た

り前に認められる長野県を一緒につくりましょう！ 

 「長野県発達障がい者支援対策協議会」では、乳

幼児期から成人期までの各年代を通して一貫した

支援のあり方を協議しています。 

その取組の中で、教育分野と医療分野の支援者

が連携し、読み書きに困難さのある等 LDのある

お子さんに対する、小学校から高等学校までの

「支援の例」を作成しました。 

 LDのあるお子さんが、しかるべき時にしかるべ

き支援を受けられるための参考にしていただけま

すと幸いです。 

 

 

 知的な発達に遅れはないにもかかわらず、文章

を読むのが極端に遅かったり、文字を書いたり文

章を綴ったりすることが難しかったりする状態に

あるお子さんを想定して例示しています。 

 

 

〇参考にしていただきたい支援の例ですので、こ

のとおりではないと支援が受けられないわけで

はありません。 

〇お子さんの年齢や、お住まいの地域の支援資源

により状況は異なります。ご心配な点がござい

ましたら、とにかく早めに相談してください。 

 

＊相談先の例 

・お子さんやご家族 

特別支援教育コーディネーター 

・支援者の皆様 

  発達障がいサポート・マネージャー 

この「支援の例」で例示している LDとは 

活用のポイント 

発行 長野県・長野県教育委員会 

（長野県発達障がい者支援対策協議会 監修） 



 

 

 

 

 

 

この図の中では、【担】：担任、【特コ】：特別支援教育コーディネーター、【通級】：LD等通級指導教室 を表します。 
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小学校 中学校 高等学校 

LD（読み書きに困難さ）のある Aさんに対する支援の例 

〇低学年＜A さんの苦手＞ 

・音読のスピードが極端に遅い 

・読み間違えることが多い 

・書いた字のバランスがよくない、字を書

くスピードが極端に遅い等の様子も見

られる。 

・教師や友だちの意見を聞き、考えること

ができる 

【特コ】 

・授業参観、支援の検討 

・保護者との情報共有 

〇低学年 

・「多層指導モデル MIM（読

み）」「読み書き状況把握

ツール」等による実態把

握と指導実施 

【教育相談】 

・保護者を交えた支援会議 

・会議内で専門家のアセスメントと分析を提案 

・アセスメントと分析 

【特コ】 

教育相談依頼 

【医師】 

・診察 

【心理士・言語聴覚士等】 

・アセスメントと分析 

【担】対応について相談 

【担】支援の実施 

LDの診断 

☆適切な学びの場の検討 

〇「個別の指導計画」を作成 

①支援会議 

②校内教育支援委員会 

③市町村教育委員会 

↓ 

LD 等通級指導教室の 

利用開始 

※長野県教育委員会発行 

「『適切な学びの場』 

ガイドライン」参照 

※通常学級における合理的

配慮の提案 

〇低学年・中学年 

【通級】（支援の例） 

・カラー下敷きを利用し、教科書

を読む学習 

・タブレット端末でデイジー教科

書を利用 

【通常学級】 

・担任がクラスの子どもにタブレ

ット端末使用について説明後、

クラスで使用 

・宿題の量や内容について相談

し、調整した課題に取り組む 

【医師】 

・必要に応じて定期的に診察 

【特コ】 

・中学校入学に向けて

中学校の特コと連携 

【担】 

・引継に向け「個別の指

導計画」「個別の教育

支援計画」を整理 

〇高学年 

通常学級でタブレット端末

を使用して学習 

「『適切な学びの場』ガイドライ

ン」に沿い学びの場の検討を継

続し、４年生で通級の利用終了 

・A さんの様子、通常学級で

の適切な支援、相談体制等

の条件整ったので終了 

※必要のある人は支援継続 

〇入学前からの支援体制整理 

【特コ・担・教科担】 

・A さんの情報共有 

・定期テストでの配慮検討 

↓ 

定期テストでもタブレット端

末の使用等、必要な合理的配

慮の実施（実施記録蓄積） 

〇保護者を交えた定期的な支援会議【特コ】 

〇高校進学に向けた準備 

【教頭】 

早い段階から 

・受検で合理的配慮を申請

する場合に必要な手続き

等を説明 

※３年時 

・進学希望校教頭に相談 

・事前の個別相談後、合理 

的配慮の申請 

 前期選抜：１月中旬 

 後期選抜：２月中旬 

〇入学時より通常学級 

・授業と定期テストでタブレ

ット端末を使用 

・試験時間の延長 

・漢字のルビ振り 

・宿題の調整 

・定期的な担任や特コとの面

談で困りごと等を伝える 

※お子さんの状況により 

支援内容は異なります。 

〇進路について考える 

・キャリア教育等を通し

て将来を考える 

・高校進学を希望 

・学校見学等をして進学

希望校を早めに決定 

・受検に向けて必要な手

続きを理解 

〇高校教育課・進学希望校での協議 

〇受検 

・中学校からの合理的配

慮の申請を受け、支援

体制整理 

（漢字のルビ振り、試験

時間延長等） 

〇入学決定後 

・学校での支援体制整理 

・中学校との情報共有 

〇入学時より 

・授業と定期テストでタブレット

端末を使用等、合理的配慮実施 

・定期的な担任や特コとの面談で

困りごと等を伝える 

保護者の同意のもと、 

学校と医療の情報を共有 

必要に応じて、 

大学入試時の配慮の要請、 

精神保健福祉手帳取得 

成人医療への移行など 

「アセスメントと分析」は、教育と医療

の各分野で連携して実施 

※WISC-Ⅳ、KABC-Ⅱ、読み書きスク

リーニング、LD判断のための調査

票、ビジョン・アセスメント等の検査

を実施 

担任と通級担当者は指導 

内容や様子を定期的に共有 

診断の有無にかかわらず、学校では対応を進めます。 

医療がかかわることで、お子さんにとってよりよい支援につながることがあります。 

 

【医師】 

・必要に応じて、合理的配慮申請書類

作成への協力 

個別相談 

支援や配慮の内容は個別の相

談で検討を進めます。診断名

による対応ではなく、お子さ

んの状況に沿った対応になる

ので、支援や配慮の内容は

個々により異なります。 


